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－ 水系ゲル化剤 － 

アデカノール GT-930 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ カルボマーと同等の粘弾性挙動を示し、乳化と粉体分散の安定性に優れています。 

・ ノニオン型ポリマーのため、強い塩耐性があり、pH 依存性もありません。 

・ 乳化剤を使用せず、安定な O/W エマルションを調製できます。 

 

 

製品組成 
 

化粧品表示名称 INCI NAME 配合量（wt%） 

ポリウレタン－５９ POLYURETHANE-59 30 

ＢＧ BUTYLENE GLYCOL 55 

水 WATER 14.95 

トコフェロール 1) TOCOPHEROL 0.05 
 

1) キャリーオーバー成分 
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水への溶解方法 

 
①  50～80 ℃の温水に GT-930 を添加し、下表の条件で撹拌します。 

②  撹拌しながら、40℃以下まで放冷します。 

③  真空脱泡や遠心脱泡にて、脱泡し、均一なゲルが得られます。 

④  （一晩静置することで、やや粘度値が上昇します。） 

室温でも水へ配合することはできますが、高せん断力と長時間の撹拌を要します。 

当社品アデカノール GT-730 に比べ、水への溶解には高温、高せん断が必要です。 

 
       ラボスケールにおける撹拌条件と溶解所要時間 

撹拌機器 温度（℃） 撹拌速度（rpm） 所要時間 

パドル 
50 

250 

3 h 

80 1 h 

ホモミキサー 
25 4000 - 6000 1 h 

50 3000 - 5000 20 min 

80 2000 - 4000 10 min 

ディスパー 
25 4000 - 6000 1 h 

50 3000 - 5000 20 min 

80 2000 - 4000 10 min 
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水溶液の性質 

① 添加量と粘度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

水に 3.3 %（有効成分量 1.0 %）添加することで弾力性のあるゲルが得られます。 

 

 

② せん断速度-粘度曲線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GT-930 はチキソトロピー性のあるゲルを形成します。 

スプレー吐出性も良好で、微細なミストを形成します。 
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 ③ 動的粘弾性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周波数に依存せず、貯蔵弾性率 G’が損失弾性率 G’’よりも優勢です。弾性体としての性質を強く

持ち、カルボマー類似の物性です。乳化滴や粉体の沈降を防ぎ、保持できることが期待できます。 

④ 温度依存性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

疎水会合によりゲルを形成するため粘度には温度依存性があり、55℃以上では曇点現象

により分離が起きます。 

曇点は無機塩類との併用でより低くなり、エタノールや BG などの両親媒性溶剤との併用で

高くなる傾向があります。 
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⑤ 塩類との併用 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非イオン性のポリマーのため、無機塩、有機塩を問わず阻害を受けずに併用できます。 

耐塩性に優れるとされる他社品 A,B（ポリアクリレートクロスポリマー類）よりも優れています。 

 

⑥-1 界面活性剤との併用（界面活性能の強い活性剤） 

GT-930 : 5.0 % 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

界面活性能の強い活性剤の併用では、ゲル粘度は低濃度で増加しますが、一定以上で減粘します。 
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⑥-2 界面活性剤との併用（界面活性能が弱い、または水溶性の低い活性剤） 

GT-930 : 5.0 % 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポリクオタニウム-6 のような水溶性ポリマー、ポロキサマー184 のような界面活性能の弱い活性剤、

ステアリン酸グリセリルのような水溶性の低い活性剤による影響は比較的軽微です。 

 

 

- 界面活性剤の化学構造- 

ラウレス-7   ポロキサマー184    ポリクオタニウム-6 

 

 

   

 

 

セトリモニウムクロリド     ステアリン酸グリセリル        ラウリン酸 Na 

  

 

 

 

x+z=26, y=30 
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⑦ 多価アルコールとの併用 

GT-930 : 5.0 %添加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エタノール、BG、DPG 併用時では、GT-930 のゲルの粘度は添加量増加に伴い増加しますが、 

ある併用濃度を超えると減粘します。グリセリン併用時では殆ど変化はありません。 
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⑧ 粉体の分散安定化 

GT-930 は弾性体の性質を持つので、粉体の分散安定性に優れています。 

調製サンプル 

                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

調製法 

 

・ 有効成分 0.8 %のゲルを調製した。 

   ・ ゲルを 50 ℃まで温めディスパー5,000 rpm で撹拌した。 

   ・ 酸化チタンを加え 30 分撹拌を継続し、撹拌を続けたまま放冷し室温付近まで冷却。 

 

結果(25℃保存安定性) 

 

GT-930 は 3 ヶ月以上酸化チタンを安定に保持しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

3 ヶ月以上安定  1 週間で酸化チタンが沈降 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (i) (ii) 

GT-930 2.7(純分 0.8) - 

GT-730 - 2.7(純分 0.8) 

水 92.3 92.3 

酸化チタン 5.0 5.0 

(i) GT-930 (ii) GT-730 

(wt%) 
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⑨-1 乳化剤フリーO/W エマルション（1） 

GT-930 は乳化剤を使用せずに、安定な O/W エマルションを調製することができます。 

調製サンプル 
  Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

A 

GT-930 3.3(純分 1.0) 1.0(純分 0.3) - 

GT-700 - - 1.0 

BG 3.2 1.0 5.0 

水 63.5 28.0 64.0 

B 流動パラフィン 30.0 70.0 30.0 

 

-保存安定性- 
   

1 週間 
40℃ ○ ○ ○ 

25℃ ○ ○ ○ 

3 ヵ月 
40℃ ○ ○ × 

25℃ ○ ○ × 

○：安定、×：クリーミング 

 

調製法 

 

水ゲル(A) 

・ p.2 の要領でゲルを調製した。 

 

エマルション(A+B) 

・ A を 50 ℃に加温し、ディスパー5,000 rpm で 30 分撹拌した。 

・ B を徐々に注入し、全量注入後 10 分撹拌した。 

・ 加温を止め、撹拌を続けながら室温まで冷却した。 

 

 
適用油種 

 

下記油種に対し同様の評価を行い、同等のO/Wエマルションが得られることを確認した。 

・ トリエチルヘキサノイン 

・ シクロペンタシロキサン 

・ メトキシケイヒ酸エチルヘキシル 

(wt%) 
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⑨-2 乳化剤フリーO/W エマルション（2） 

疎水処理粉体(酸化チタン、マイカなど)存在下でも、安定な O/W エマルションを調製できます。 

調製サンプル 
  Ⅰ Ⅱ 

A 

GT-930 1.0(純分 0.3) - 

GT-700 - 0.3 

BG 1.0 1.5 

水 28.0 28.2 

B 
流動パラフィン 35.0 35.0 

疎水処理粉体 35.0 35.0 

 

-保存安定性- 
  

1 週間 
40℃ ○ × 

25℃ ○ × 

1 ヵ月 
40℃ × × 

25℃ ○ × 

○：安定、×：クリーミング 

 

外観(25℃保管 1 ヶ月後) 

                       

            

 

 

 

 

 

Ⅰ.  GT-930       Ⅱ.  GT-700 
調製法 

 

水ゲル(A) 

・ p.2 の要領でゲルを調製した。 

 

  エマルション(A+B) 

  ・ A を 50℃に加温し、ディスパー5,000rpm で 30 分撹拌した。 

   ・ 予め混合しスラリー状になった B を徐々に注入し、全量注入後 10 分撹拌した。 

   ・ 加温を止め、撹拌を続けながら室温まで冷却した。 

以上 

(wt%) 


